
制御層情報連携意見交換会
Control Layer Informational Cooperation（CLiC）

目的:Industrial IoT(IIoT)における、生産システムの情報連携で注目すべき国際標準規格の選定と、その連携を検討
実績:・KEI MODELに有効なユースケースの提案(ネットワークプロファイルのKPI定義によるKPI計算効率化の検討)

・KPI情報取得に関する各団体技術の活用検討(プロファイル、FB、Automation ML のスタディ)

■シーズ分科会

■KPI分科会
目的:産業用KPI(ISO 22400)の利用において KPI Elementを標準化する方法論の確立と実証を行う。

また、SMKLプロジェクトとの連絡を行う
実績:製造現場の炭素排出量をIIoT化の評価指標(KPI)として提案。また、それを見える化するSMKL指標を提案。

■IAF CLiC活動方針

注目すべき国際標準規格:OPC UA、PLCopen、FDT、AutomationML

KEI モデル（KPI Element Information Model）
～製造現場側(OT)が作る情報モデルを、IT側へ提供し情報ギャップを解消～

産業用KPIはISO 22400に定義されている
例) Worker efficiency =APWT/APAT

データは工場に存在する。しかし、どのデータを
使えばよいかを KEI Model で規定する事を
提案!

Time1                                                                                                  Time2APWT

Time3                                                               Time4APAT No work time

Thus APWT and APAT should be defined like as follows

Time1 = “the start time in the person’s time card” (4)
Time2 = “the end time in the person’s time card” (5)
Time3 = “the time he/she comes to his/her equipment” (6)
Time4 = “the time he/she leaves from his/her equipment (7)

Information model defined in ISO 22400

KPI:
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課題:Elements以下の定義がない KPI: 
Y=f(Xp,Xa)
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ISO22400で定義されている情報モデル

工場から取得する情報
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目的:より効率的で正確な事業経営を実現
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現場活動のPDCA

①生産システムに於ける
KPI (ISO22400)

の活用

②ITシステムと
生産現場間(OT)の

情報のギャップを埋める
KEIモデルの提案

※KEI:KPI Element Information

③国際標準技術との連携によ
る効率化＆グローバル対応
（OPC, PLCopen, 
FDT,Automation ML)

④製造現場のIoT化／
みえる化を推進する
SMKL指標の検討

現場の継続的
な改善活動で
情報が変化

KPI分科会:KPI運用に関する課題抽出と対策検討①②
シーズ分科会:国際標準活用とユースケース創出③

・制御層における情報連携の有効性の確認と
国際標準規格※の活用検討

・新規技術項目の創出と標準化の提案

※情報連携で国際標準規格を用いるメリット
①規格化された共通機能を簡単に使える
②国際的なビジネスにおいて有利になる

二酸化炭素排出量KPIに関するKEIモデルの構造
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CLiC活動概要

現場管理PC
（FDT server搭載PC）

Edge（FDT Server）

自家発電装置
(天然ガス流量測定)

コンプレッサー
(圧縮空気流量測定)

冷却器
(装置の冷却水流量測定)

売電から
自家発電へ
の供給電源
切り替え信号

「生産備品による炭素排出量算出」 「生産環境による炭素排出量算出」

Edge（Edgecross）


